
資料ㄯ

身近峔IoT崿嵕崠崏崗崰第گ回会合
各実証事業概要資料一式



⋇地域峼網羅峃峵賢い崸崡停峕峲峵見守峴崝嵤崻崡事業の創出峒展開
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事
業
概
要

賢いং५停॑情報基盤धखथ利活用घॊ
市民१এーॺঔॹঝ॑実証

 賢いং५停द児童を見守ॉؚ安全安心ऩ街॑実現

 特徴を数値化खউছॖং३ーを保護खञऽऽ蓄積

 保護者टऐप行動履歴॑知ैचॊ仕組ा॑実現

事業名 地域॑網羅घॊ賢いং५停पेॊ
見守ॉ१ーঅ५事業भ創出ध展開

提案団体名
NECソজগー३ঙンॖঀঋーॱ株式会社
野々市市
金沢工業大学
চ३ॲ宣伝株式会社

対象分野 ॔．都市ق५ঐーॺ३ॸॕؚكड़. 医療・福祉

実施予定地域 石川県野々市市

いणुध違う行動

！

！

交通事故・誘拐・迷子

！

保護者

児童

保護者टऐप
उ知ैच

事業概要 2



3জই॓ঞン५ঔॹঝभ概要

本事業द規定घॊ匿名化ঝーঝ
(従来) 匿名ID化 →(本提案) 位置依存भ符号化従来手法 本提案

適正利用प活用दऌङ 第三者ऋ情報を
推測दऌॊ懸念ऊै不安ऋ残ॊ

第三者प情報を推測औोॊ不安をऩくख
適正ऩ用途पम蓄積情報を有効活用

ং५停毎प閉गञ人物特徴値द
匿名化ध第三者भॺঞー५防止を実現

追跡ॱॢऋऩくथु 親खाभあॊキকছॡॱーऋ
地域内を औॉऑऩく ङढध見守ॊ

ॹーॱঋー५ ॹーॱঋー५

符号化情報匿名ID化
◀ID照会

ID化情報返却▶

◀ID照会

ID化情報返却▶

IDदम経路ऋ
分ऊैऩい

ऒभIDमいणु同ग経路
○○औ॒भ子供ट
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平成27年 総務省北陸総合通信局主催भ
َG空間×ICT北陸ऽठतくॉॺছॖ॔ঝコンॡーঝُद
ِ賢いং५停ّऋॢছンউজを獲得

ং५停をICTभ力दؚेॉ賢く؛

災害対策
避難誘導広告・広報

見守ॉ

子नुや高齢者ऋいॊ家族

実地試験を実施

野々市市役所ং५待合所
दभ実地試験

野々市市民॔ンॣーॺ結果
賢いং५停म必要？

मい
84%

いいえ
16%

मい
64%

いいえ
36%

ং५停見守ॉम有効？

交通利便性向上
50%

地域भ安全
安心षभ貢献
26%

地域活性化
24%

賢いং५停भ期待घॊ活躍面

安全安心षभ期待ऋ大ऌい

事業実施भ॔আーঝএॖンॺ等



⋈爾後取付岻式IoT崟崡崮嵈峼用い峉民泊向岻IoT崝嵤崻崡の実証事業

5



6

事業概要

爾後ӕ付Ậ式IoTシステムを用いた民ජ向ẬIoTサヸビスの実証事業

ピクセラ

IoT१ーঅ५提供
IoT機器・३५ॸ঒提供

IoT३५ॸ঒運営
অॵॢॹーॱ分析

Ỽックス

コンサルテỵング

民泊運営१ーঅ५
民泊事業支援१ーঅ५
物件ड़ーॼーषभ営業

ඡ佐᣼モバỶル

仲介

ඡ佐᣼市

物件Ỽヸナヸ

物件提供
改装/設備/運用費用負担

民泊利用者 民泊施設

䝃䞊䝡䝇

販売

䝃䞊䝡䝇

販売

官民連携協定

物件提供

施工௦行

施設利用

代表団体Ӹ 株式会社⇺⇕セ∏

共ӷ提案団体Ӹ 株式会社⇐ッ⇕スコンサ∑⇬⇉ン⇖

株式会社ඡ佐᣼モ⇶⇊∑

事業費 59,114千ό

対象分᣼ ⇊∝家庭≋ス∄∞⇮ホ∞ム≌

実施予定地域 大阪府ඡ佐᣼市

6



7

リフỳレンスモデルの概要

Ṟ近隣トラブル˯減

ṟ多言語ỆợỦ災害情報告知

Ṡ無人Ӗ付

ṡ光熱費削減

Ṣ清掃工数削減

ᬳ音ヷ煙のモニタリングや多言語ỆợỦ映像Ẇ音声を駆使した注意喚起

多言語ỆợỦ映像Ẇ音声を駆使した災害情報の告知

フロントẆ管理業務の機械置Ẩ換えỆợỦ自動化ể多言語化

機器連動制御ễỤびỆ宿ජ者の傾向分析Ệ基Ềいた最適温度制御

複数施設の常時Ⴓ視ể俯瞰的ễ見えỦ化ỆợỦ運用効率化

自動掃除機崡嵆嵤崰嵕ッ崗 嵆嵓崩嵒嵊コン

20ㄮ

宿ජ中

202
退出ｈ

101
清掃中

20ㄮ

宿ජ中

20ㄮ

宿ජ中

202
退出ｈ

202
退出ｈ

202
退出ｈ

20ㄮ

宿ජ中

PIXELA民ජ運営管理者用IoTシステム

∝物件状況≋入室/退出/外出/清掃中≌を地図表示
∝清掃目安時間⅚清掃物件∑∞⇮を地図表示

∝問題発生物件を点滅表示⅚⇈∏∞ム通知

≋不審者侵入⅚火災⅚盗難⅚近隣⇮∏⇼∑等≌

∝物件ごとの電力消費᣽表示≋過去∓⇖含≌

∝物件/宿ජ者ごとのIoT利用∓⇖を−∃∞⇮
∝物件⅚地域ごとの⇭∞タ解析結果を−∃∞⇮

PIXELA IoT⇽∏ッ⇮⇻⇏∞ム
IoT機器管理⅚制御⅚⇹ッ⇖⇭∞タ解析⅚顔認識⇊ンタ∞⇳ッ⇮

回線

ス∄∞⇮⇻⇏ン

⇈⇽∐

⇐ッ⇕スコンサ∑⇬⇉ン⇖≋民ජ運営代行業者⅚清掃代行業者≌

外部⇭∞タ

入居者情報

宿ජ情報

物件情報

光熱費≋過去≌情報

翻訳TV付ｹﾞｰﾄҷｪҶ

カ嵉嵑付崧崾嵔ッ崰

LED電球

煙探知機

崱崊崣ン崝嵤

IPカ嵉嵑 IPカ嵉嵑

IoTシステム + ビッグデヸタ活用 + 多言語Ỵプリケヸション

課題 対策
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課題解決Ệ必要ễルヸル整備

取付ؚ運用ؚ分析ؚ改善ऊैऩॊサॖॡঝभ円滑ऩ回転पेॉ
IoTサーঅ५भ普及促進प有用ऩफ़ॖॻছॖンを策定घॊ

活動 習得知識䞉情報

ガ⇊⇯∏⇊ンℲ

IoTシス⇬ム構成最適化

- IoT機器∏⇊ン⇰ッ⇽
- IoT機器の最適↙配置と取付方法
- IoT機器間の連動シ⇰∐⇐
- 利用者属性毎の推奨空調設定

宿ජ施設↚対し⅚IoT機器の
設置と開通作業を行う⅛

サ∞⇹スを稼働し⅚ス∄ホ⅚

シ⇰∐⇐連動を行いつつ⅚

IoT機器ⅺ↸の利用⇭∞タを
収集す↺⅛

∝様々↙建屋⅚間取↹↚適し

た機器設置の⇴ウ⇵ウ

∝施設の用途⅚形状↚適した

IoT機器∏⇊ン⇰ッ⇽

⇹ッ⇖⇭∞タ解析↚↷↺利用者

動向やIoT機器設置状況の妥当性
を確認す↺⅛また⅚利用者や

⇐∞⇰∞への⇈ン⇗∞⇮を実施し

導入効果を測定す↺⅛

分析結果を元↚⅚シ⇰∐⇐や

自動制御ϋ容の改良や⅚IoT
機器そのものの種別⅚設置場所

の見直しを行う⅛

∝IoT機器⅚センサ⇭∞タ
∝シ⇰∐⇐連動履歴

∝シス⇬ム操作履歴

∝利用者生活動向⅚傾向

∝導入効果

∝シ⇰∐⇐妥当性の改善

∝機器設置状況の改善

∝サ∞⇹スの改善

ガ⇊⇯∏⇊ンℳ

民ජ⇮∏⇼∑低減

- 注意喚起の表示ϋ容⅚表現
- 設備利用方法の多言語表現
- 自治体規定の多言語表現

成果物

提言

IoT⅚民ජ普及↚繋ⅻ↺
現行法の改正↚関す↺提言

改善

BtoC市場पउऐॊIoT普及率म低迷

উছॵॺইज़ー঒整備ؚग़コ३५ॸ঒構築ऋ最大ऊण可及的課題
كそोऋあढथभॹーॱ利活用ق
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⋉“止峨峳峔い通信網”峼活用峁峉命峼つ峔岺減災推進事業
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美波町日和佐地区Ểの構築Ỷメヸジ

整備予定の防災灯

避難時Ệ支援の必要ễ人のˮ置を表示

事業概要

地震Ể通信ầ不通Ểờ地域Ệ構築したIoTネットワヸクỂ警報の配信ể要支援者のˮ置を通信すỦ

ḛ止まỤễい通信網Ḝを活用した命をếễẫ減災推進事業 (概要)

代表：徳島県美波町 構成員：ㄥ株ㄦＳｋㅢㅢㅡ サỶフỳヸテック あわえ 徳島文理大 徳島大 早稲田大 県南部県民局
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ḛ止まỤễい通信網Ḝを活用した命をếễẫ減災推進事業 (参照モデル)

ࢫンࣞ࢓ࣇࣜ

モࡢࣝࢹ概要

●IoT活用サ࣮ࡢࢫࣅモࣝࢹ

࣭IoTやモバࣝ࢖機器を活用ࡋた強靭且ࡘᏳ価࡞地域情報伝達࣒ࢸࢫࢩ

ࣝࢹモࢫンࣞ࢓ࣇࣜࡢࠖࢫ策定プࣟセࠕ࡜避難計⏬ࠖ策定ࠕ●

࣭収集ࡋた࣮ࢹタ分析結果࡟ᇶ࡙くࡾࡼ実践的࡞避難計⏬ࡢ策定࡜地域ࡢ࡬定着

࣭ᖹ常時࡟もపコࢺࢫ情報伝達網を利用ࡋた要支援者,子供ࡢ見Ᏺࡢ࡝࡞ࡾఫ民向ࡅ情

報サ࣮ࢫࣅ事業࡟活用ࠊࡋ௚地域展開も可能࡞持続的サ࣮ࢫࢿࢪࣅࢫࣅモࣝࢹ

技術⇝ヸ⇠=自律分散網↚↷↺強靭さ

自律分散P2P網一般的↙通信網

˯コ⇟⇮性

簡易↙機器

˰民↝⇟マヸ

⇮フォンをそ

↝↭↭活用

⇡ンサヸ数分

↝通信契約

(SIM)不要

実現さ↻↺サヸビ⇟

既存↝通信ⅻ遮断さ↻↕

↱情報配信ヷ収集ⅻ可能

多数↝⇡ンサㄪⅺ↸˯コ

⇟⇮↖情報を収集ヷ分析

⇡ンサヸ

中ዒ器(通信ノヸ⇯)

停電ヷ通信ᨦ害↖↱

警報ヷ情報↝配信

˰民↧↝避難指示↝

伝達徹底ヷ避難支援

避難時要支援者↝

居場所を通知

消防団↙↘避難支援者

↝救援Й断↝精度向上

避難済↮↝人↝

居場所を通知(点呼)
真↚捜索ⅻ必要↙

不明者↚人員を集中

⇭ヸ⇥を活用した避難計画策定プロ⇡⇟

リフ⇇レン⇟モ⇭ル → ˂地域↖↱展開
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ḛ止まỤễい通信網Ḝを活用した命をếễẫ減災推進事業 (ポỶント)

種К 項目 概要

ルヸル

ガイ⇯ライン等

災害時等↚ⅹけ↺個

人情報↝参照ルヸル

災害時↚⇈ク⇡⇟↖ⅼ↺↨ⅼ情報↝範囲等

緊急時↝参照手ዓⅼ,緊急ⅺ↸通常状態↧↝移行

災害対策↝た↰↚収

集す↺情報ㄥ人↝ˮ

置や分布↙↘ㄦ↝保

管ヷ参照ルヸル

ˮ置情報↝秘匿方法ㄩ⇈ク⇡⇟権

緊急時↚参照可能者↝拡大↝ルヸル

緊急時を過ⅽた時↝情報抹消↝た↰↝ルヸル

関係者↝同意獲得↝ルヸル

個人情報を含↭↙い

災害対策用情報↝(公
開)参照ルヸル

公開可能⇡ンサヸ⇭ヸ⇥↝参照ルヸルㄥ誰↚許

諾す↺ⅺ⅚用途制限等ㄦ

⇡ンサヸ⇭ヸ⇥↝利用対価↝ルヸル

国内/国ᨥ標準
化を目指す候補

通信方式ㄥ自律分散

通信方式ㄦ

プロ⇮コル⅚メッ⇡ヸ⇞フォヸマッ⇮

ICN↝具体適用例↗し↕ITU-T等↧↝標準化提案

⇡ンサヸˁ様 IoT⇭バイ⇟(⇡ンサヸ)↞様々↙機能を持つ↱
↝ⅻ⅚多数↝ベン⇦ヸⅺ↸供給さ↻↺↷う↚↙

↺可能性ⅻあ↹⅚共通規格を定↰↺必要ⅻあ↺⅛

こủまỂ不可能ỂあẾたẐ地震災害初期ẑỆấいềẆ初Ờề一般向ẬỆ通信ầ可能ểễỦẇ

こủの活用ểẆそのルヸルの制定ầ鍵ểễỦ



⋊IoT嵣AI峼活用峁峉嵒崊嵓崷崞嵤崱嵆ッ崿の作成峒行動支援情報の提供嵊崯嵓実証事業
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事業名 IoT・AI॑活用खञজ॔ঝঁ२ーॻঐॵউभ作成ध行動支援情報भ提供ঔॹঝ実証事業

提案者 八王子市ؚ学校法人拓殖大学ؚ株式会社ग़ॖঅॵॺؚ株式会社Ｍ２ڷ॥঑গॽॣー३ঙン६ؚ
株式会社ঁঞॵॡ५ؚाैい株式会社

対象分野 क़．防災
実施地域 東京都八王子市

事業概要
ＩｏＴ७ン१ؚڶＩؚঅॵॢॹーॱ॑活用खؚ早期प河川भ水位傾向ق危険水位॑ك分析ؚজ॔ঝॱ
ॖ঒ঁ२ーॻঐॵউभ作成ؚ市民भ安全ऩ避難誘導॑支援घॊ情報भ提供॑行いؚ河川भ氾濫प対ख
市民भ安全ऩ避難経路検討قそभ時々प応गञ安全ऩ避難ঝーॺؚ安全ऩ避難場所ك・支援घॊञी
भ災害対策ঔॹঝ॑構築ؚ検証घॊ؛

事業概要पणいथ

避難誘導支援情報提供३५ॸ঒

水位計測ॹーॱ

水位計測
ॹংॖ५

水位計測
ॹংॖ५

水位計測
ॹংॖ५

水位計測
ॹংॖ५

通信基地局

水位傾向分析ڶＩ অॵॡॹーॱ

気象ॹーॱ

気象情報提供

気象
ॹーॱ

LoRaLoRaLoRaLoRa

拓殖大学

ॹーॱ分析
Ｉ॔ঝ०জ६঒ڶ

ঁঞॵॡ५ग़ॖঅॵॺقLoRaWANॹংॖ५開発・製造ك

ك३५ॸ঒設計・管理・運営قコ঑ュॽॣー३ョン६ڷ２ۂ

行政ق八王子市ك

水害避難誘導३५ॸ঒
ك仮称ق

通信基地局

■災害情報ؚ避難場所ؚ誘導等भ情報॑市民等प迅速प伝達

企業 観光客市民

■জ॔ঝॱॖ঒
ঁ२ーॻঐॵউ作成

広報車 ५ঐ঍・電話 १ॖॿー४

実証内容

水位傾向判断ॹーॱঋー५構築
河川भ水位傾向॑分析घॊञीभ情報
भك河川भ水位測定情報ؚ気象情報ق
蓄積॑検証

避難誘導支援情報提供३५ॸ঒構築
অॵॡॹーॱ॑活用ख水位傾向分析AIऊै
導ऌ出खञ水位ॹーॱ॑基पؚ影響範囲॑
分析खؚ市民ऋ安全प避難घॊञीभ情報
提供भ検証

情報伝達手段整備
提供औोञ情報ऊै早期प河川氾濫पेॊ
影響॑分析खؚ市民॑最寄ॉभ安全ऩ避難
場所ष最適ऩঝーॺद避難誘導॑行うञी
भ情報提供方法॑検証

ＩｏＴ७ンサ通信方法構築
河川प設置घॊＩｏＴ७ン१भ選定ؚ
ॹーॱ効果測定及び測定खञ情報॑
伝達घॊ通信方式قLoRaWANكभ有効性
॑検証

ॹーॱ活用

病院

学校・保育園

そभ他

水防

一般向ऐ情報提供
ك१ーঅ५ق

行政向ऐ情報提供
ك१ーঅ५ق
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概要
河川भ水位情報ؚ気象情報॑অॵॢॹーॱधखथ蓄積खؚڶＩपेॉ分析・活用घॊ
⋇常時水位計測情報ध気象予測情報ऊैؚ水位भ傾向॑判断
⋈自治体ؚ企業等ष河川भজ॔ঝॱॖ঒ऩ水位傾向情報及びজ॔ঝॱॖ঒ঁ२ーॻঐॵউ

॑作成ؚ最適ऩ避難誘導॑行うञीभ支援情報भ提供॑行う

・影響範囲情報भ提供
・最適ऩ避難経路भ情報提供

行政भ活用例

Ｐ対策ڸڷ・
・従業員भ避難経路検討

民間भ活用例

＜জ॔ঝॱॖ঒ॹーॱ生成例＞

収集खञ情報をঅॵॢॹーॱधखथ蓄積ؚAIपेॉ分析・活用

地図情報 気象情報 水位情報ｸ ｸ

河川भ水位傾向を分析खؚজ॔ঝॱॖ঒ऩ影響範囲を分析

事業継続性भ観点ऊै行政・民間双方पॹーॱ提供を指向

⇒本実証दम行政ق八王子市كषभ情報提供ऊै५ॱーॺؚ民間ঔॹঝु検討घॊ

ॹーॱサーং

水位計測情報

気象情報

⋇水位測位७ン१/
LoRaWANॹংॖ५

橋梁प測位७ンサを設置
通信म॔ンছॖ७ン५भ

LoRaWANを活用

⋈通信基地局(AP)

水位測位७ンサ：市内河川約30ॣ所設置

地図情報

本事業दभ情報生成手法

災害注意喚起 避難誘導情報発信

八王子市 水防本部

防災行政無線 広報車 ५ঐ঍・電話 १ॖॿー४

八王子市पउऐॊ利活用例
情報提供

＜本実証ق八王子市كदभ実施例＞

জই॓ঞン५ঔॹঝभ概要पणいथ
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～八王子市भ実体験प基तऎ取ॉ組ापणいथ～

१ーঅ५創出॑実現घॊञीभ克服घसऌ課題・ঝーঝ整備例ًي
・ 920MHz帯域峘嵓嵤嵓制定 ك電波法関連規則ق
・水位周知河川भ設定ؚIoTॹংॖ५設置प関घॊ法規制 ك水防法ق
・民間気象会社दभ河川水位भ予測 ك気象業務法ق
⇒現在ؚIoT१ーঅ५実現पあञॉ電波利用・ॹংॖ५設置・१ーঅ५提供भ各ইख़ー६प

णいथ適切・公正ऩঝーঝ制定उेび法整備ऋ行わोॊ必要性ऋあॊ؛

भ氾濫भ様子ك小河川ق参考ً八王子市谷野町・谷萩川ي
時ك降雨ق写真左：通常ق 写真左：氾濫時ك

– 八王子市दमؚ平成21年
度भ集中豪雨द甚大ऩ被
害॑被ढञ

– 昨年म台風9号पेॊ被
害ु発生खञق写真参
照ك

– 洪水ऋ小河川・用水等द
多ऎ発生खञऒधऊैؚ
対策ऋ必要दあॊऒध॑
実感खथいॊ

– 現在ؚঁ२ーॻঐॵউभ
整備॑行ढथいॊऋؚे
ॉ細ऊいؚজ॔ঝॱॖ঒
भॹーॱ取得・提供॑検
討खथいॊ

克服घसऌ課題

自己॔আーঝ

平時प注目औोपくい小河川・用水प対घॊॣ॔ऋ
行政・民間問わङ要望ऋ強いऒधを実感



⋋地震情報嵣被災度情報峕峲峵崻ッ崘崯嵤崧峼活用峁峉防災崵ッ崰ワ嵤崗崟崡崮嵈の嵊崯嵓事業

17



ձ事業概要
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事業概要

地震情報࣭被災度情報を

家族や市民，自治体，ఫ宅会社等

࡛共᭷化ࡋ，迅速࡞被災後ࡢ救助，

避難及び復旧࡟役立࡚ࠋࡿ

地震情報࣭被災度情報ࣅࡿࡼ࡟ッ࣮ࢹࢢタを活用ࡋた防災ࢿッࢺワ࣮ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢡモࣝࢹ事業

事業ྡ 地震情報࣭被災度情報ࣅࡿࡼ࡟ッ࣮ࢹࢢタを

活用ࡋた防災ࢿッࢺワ࣮ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢡモࣝࢹ事業

提案者 ㈱࣑サワ࣮࣒࣍総合研究所，࣑サワ࣮࣒࣍㈱，

徳島県，㈻明治大学

対象分㔝 䜰. 都市(䡹䢋ｰ䢀䡸䡿ｨ)，䜲. 家庭(䡹䢋ｰ䢀䢊ｰﾑ) ，䜴. 防災

実施地域 徳島県ෆ㸦ఫ宅,学校,病院,避難所,県庁等30～40ヵ所㸧

図 事業概要

࣭避難

࣭家族ࡢᏳ否

確認

࣭地域ࡢ状況

把握

࣭迅速࡞応急危険

度判定

࣭迅速࡞罹災証明

作成支援ࡢ

࣭自宅ࡢ被災度

࣭職場や学校ࡢ被災度

࣭家族ࡢ居場所

࣭Ᏻ全࡞避難所情報

࣭Ᏻ全࡞病院情報

࣭大࡞ࡁ被害㸦危険㸧

情報࢔࢚ࣜ

࣭地域ࡢ建物ࡢ

被災度

→復旧

→救助

そࡢ௚関連サ࣮バ࣮

県・市町村市民スマホ家族スマホ

計測部

表示部

地震波

被災度判定計

防災ࢿッࢺワ࣮ࢡ

ࡢ࣒ࢸࢫࢩ

センタ࣮サ࣮バ࣮

LTE
ｲﾝﾀ㺎ﾈ㺍ﾄ

停電時も

作動



ղࣜࣞ࢓ࣇンࢫモࡢࣝࢹ概要

被災度判定計を用いた防災ࢿッࢺワ࣮࣒ࢸࢫࢩࢡ

地震情報࣭被災度情報ࣅࡿࡼ࡟ッ࣮ࢹࢢタを活用ࡋた防災ࢿッࢺワ࣮ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢡモࣝࢹ事業

迅速࡞応急危険度判定

や罹災証明࡬活用ࡢ検討

※自社物件実施済

避難所

19

地震࣭被災度情報

地震࣭被災度情報

地震࣭被災度情報

地震࣭被災度情報

地震࣭被災度情報

地震࣭被災度情報

地域ࡢ地震࣭被災度情報

地域ࡢ

地震࣭被災度情報

地域ࡢ地震࣭被災度情報

地域ࡢ地震࣭被災度情報

地域ࡢ地震࣭被災度情報

地域ࡢ地震࣭被災度情報

災害時࡟対応依㢗等



ࢺン࢖࣏࣮ࣝࣆ࢔

ճ実施事業࢖࣏࣮ࣝࣆ࢔ࡢンࢺ

地震情報࣭被災度情報ࣅࡿࡼ࡟ッ࣮ࢹࢢタを活用ࡋた防災ࢿッࢺワ࣮ࡢ࣒ࢸࢫࢩࢡモࣝࢹ事業

20

• 建物࡜地盤ࡢ被災度を瞬時࡟判定㸦ࢪ࣮࢔ࣜࢺ㸧ࡿࡍ防災ࢿッࢺワ࣮ࢡ
ࠋ࣒ࢸࢫࢩ

• 停電時࠾࡟い࡚も通信可能࡛ࢻ࢘ࣛࢡサ࣮バ࣮࣮ࢹ࡟タを収集࡛ࠋࡿࡁ
• ࠋᏳ価を実現࡛ࡳ௙組࡞ンプࣝࢩ
• 様々࣮ࢹ࡞タを被災度判定計を介࡚ࡋ収集ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ様々࡞方面࡛ࡢ
利活用ࡀ可能ࠋࡿ࡞࡜

克服࣮ࢹࡁ࡭ࡍタࡢ利活用等ࡢල体的࡞課題

• ఫ宅以外ࡢ学校や病院等䛻䛚䛡䜛被災度判定計䛾㐠用実証を行う必要䛜
あ䜛䚹

• 各建物䛤䛸䛾地震情報䞉被災度情報䛾第䠏者䜈䛾開示䝹䞊䝹䛾整備䛜必要䚹



⋌地方企業参加峕峲峵防災嵣広域巨大災害対策

21



஦業概要
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 事業Ӹ： 地方企業参加ƴǑǔ防災ヷ広域巨大災害対策

 代表団体： 次世代宇ܬǷǹテム技術研究組ӳ

 共ӷ提案団体Ӹ：

 共ӷ実施機関：和歌山大学Ŵ産業技術大学院大学Ŵ防衛医大Ŵ(一社)九߸Ｇ空間情報

実践協議会Ŵ(株)ロヸソンŴESRIǸャパン(株)Ŵ(有)ケǤǢǤビヸŴNPO情報セキュ

リテǣヸ研究所

 実施協力機関：和歌山県庁Ŵ那智勝浦町他

 対象Ў᣼： ウ.防災

 実施地域： 紀伊半島沿岸地域Ტ和歌山県Ŵ那智勝浦町Ŵ田辺市Ŵ十津߷村Ŵ印Ҥ町ᲣŴ

熊本県Ტ人Ӵ市Ŵ山江村Უ

 事業概要

防災/減災ヷ農業等ƴŴ普段Ɣǒ使わǕǔƀICTデバǤǹƁヷƀIoTネットワヸクƁを普及ヷ運用

広域巨大災害発生時のŴƀ要救護者数推ܭƁヷƀ位置情報収集Ɓ運用Ƿǹテムの構築

発災後24時間以内のƀIoTネットワヸクƁやƀQ-anpiƁ等ƴǑǔ情報発信Ƿǹテムの普及ヷ運用
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ࢫンࣞ࢓ࣇࣜ

モࡢࣝࢹ概要

ձ 普段使いࣞ࢓ࣇࣜࡢンࢫモࣝࢹ：地域企業࡚ࡗࡼ࡟整備࣭維持ࡿࢀࡉ䛄ICT䝕䝞䜲

䝇䛅䛻䜘䜚䚸ᖹ時䜘䜚防災/減災䞉農業䛻使わ䜜䜛䛄IoT䝛䝑䝖ワ䞊䜽䛅

䐠 災害Ⓨ生時䛾䝸䝣䜯䝺ン䝇䝰䝕䝹：広域巨大災害Ⓨ生時䛾䛄要救護者数推定䛅䞉䛄఩置情

報཰集䛅䚸䛄IoT䝛䝑䝖ワ䞊䜽䛅や䛄Q-anpi䛅等䛾活用

䐡 䝅䝇䝔䝮普及䛾䝸䝣䜯䝺ン䝇䝰䝕䝹：Ⓨ災後24時間௨ෆ䛾情報Ⓨ信

䜶䝑䝆䝃䞊䝞

Lora WAN/Wi-Fi
IoT䝛䝑䝖ワ䞊䜽

沿岸海難

Internet

䝇䝬䞊䝖䝣䜷ン

Web/app

䝃䞊䝞

䜽䝷䜴䝗䝃䞊䝞

コン䝡ニ䞉බ共施設

Sync

防災

防災

農業

独居

䜶䝑䝆䝃䞊䝞

LoraWAN/WiFi
IoT䝛䝑䝖ワ䞊䜽

沿岸海難

QZSS䞉既存衛ᫍ

Internet

地ୖ局

䝇䝬䞊䝖䝣䜷ン

Web/app

䝃䞊䝞

䜽䝷䜴䝗䝃䞊䝞

避難所

䝕䞊タ䝃䞊䝞

䞉災害時被災情報

コン䝡ニ䞉බ共施設

Internet

䞉Q-anpi䝥䝻䝖コ䝹

䞉఩置コ䞊䝗生成

䞉防災訓練

Q-anpi通信

䞉災害時被災情報

防災

防災

被災

Wi-Fi

Wi-Fi

普段使いのリフǡレンǹモデル 災害発生時のリフǡレンǹモデル

防災訓練や地域教育ƴǑǔŴǷǹテ

ム普及運用のリフǡレンǹモデル

簡༢䞉Ᏻ価䛺 IoT䝕䝞

䜲䝇䛸䜽䝷䜴䝗䝅䝇䝔䝮

地域企業䜈䛾製造䞉利用

講習会䛾実施

水⏣水఩セン䝃䚸果樹園環境䝰ニ

タ䚸防災セン䝃䠄降雨䞉河ᕝ水఩䞉土

砂䠅等䜈䛾利用ಁ進䞉設置

広域巨大災害時の救難Ƿǹテムƴ関すǔ地域実証

ヷ位置情報

MGRS

ヷ᣻要情報

METHANE

ラǤフǸャケット等

位置情報発信



 事業実施のǢピヸルポǤント

24
地方企業参加ƴǑǔ防災ヷ広域巨大災害対策

簡ҥヷ安価ƳIoTデバǤǹをŴオヸプンソヸǹ化しŴ地域企業ƴ教育し普及させǔこƱưŴ

普段使いのIoT産業を育成ヷ促進しますŵ

地域公共機関Ŵコンビニ等ƴŴIoTサヸビǹのたǊのLora WAN/Wi-Fi無線基地を設置すǔ

こƱưŴIoT利用の普及を׋Ǔますŵ

無線基地をエッǸサヸバ化すǔこƱƴǑǓŴ災害発生時ƴ広域ǤンタヸネットƕЏ断さǕた

場ӳưǋŴ無線範׊ưの情報共有を維持しますŵ

災害発生時の被災情報を少Ƴいデヸタư衛星回線ᲢQ-anpi/既存通信衛星Უ送ǔたǊのŴ位

置情報のMGRS化Ŵ᣻要情報のMETHANEレポヸト化のルヸル化を進Ǌますŵ

災害発生時の被災情報をӕǓまƱǊǔたǊのルヸルの策ܭ及び訓練を行いŴ災害発生24時

間以内ưの情報発信を行えǔǑうƴしますŵ

 課題䛸䛺䜛䝹䞊䝹等䛾整備

災害発生時ƴ必要ƱƳǔ被災位置情報ヷ᣻要情報のDMAT等へのӖ渡しのたǊのルヸル化

IoTセンサƴǑǔ雨᣽情報等の公開ヷ利用ƴ関すǔŴ気象庁業務法Ʊの整ӳ



⋍医療嵣介護崯嵤崧峼活用峁峉介護崝嵤崻崡及び業務の支援嵊崯嵓事業

25
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事業名 医療嵣介護崯嵤崧を活用峁た介護崝嵤崻崡及峝業務峘支援嵊崯嵓事業

提案者

代表
団体 株式会社崓崲嵇ッ崗崵ッ崰ワ嵤崗

共同
団体

崹崲ソ崳ッ崗㈱岝㈱京崣嵑岝㈱崠嵤崎崐崌崾岝学研ココ崽崉ン岝長谷川介護崝嵤崻崡岝
善光会岝㈱礎岝清風会平野医院岝日本介護予防学協会岝健康都市連合支
援機構岝
東京大学岝東京医科歯科大学岝柏市岝千葉市岝笛吹市

対象分野 崒．医療嵣福祉
実施予定地域 柏市岝千葉市岝大田区岝板橋区岝藤沢市岝越谷市

事業概要

介護施設峕岴岻峵要介護者峘嵊崳崧嵒ン崘峘IoT崯嵤崧を効果的峕活用峃峵岽峒
峑岝介護峘崝嵤崻崡向上及峝業務効率を高峫峵嵊崯嵓を実証峃峵岞

⋇崝嵤崻崡嵊崯嵓：
要介護者峘日常生活を嵊崳崧嵒ン崘峁たIoT崯嵤崧を活用峁峐岝適切峔崊崣崡嵉ン
崰峕峲峵介護崝嵤崻崡利用計画を策定峁峐要介護者峘峜峒峴一人峕相応峁い質
峘高い介護峘崝嵤崻崡嵊崯嵓を実現峃峵岞
⋈業務嵊崯嵓：
介護従事者峘活動量等峘IoT崯嵤崧を活用峁峐介護従事者峘負担を軽減峃峵
業務嵊崯嵓を実現峃峵岞

事業概要
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崌ン崧嵤崵ッ崰قVPNك嵣専用線

運動嵣健康

排泄 食事

睡眠嵣環境

情報連携基盤

介護崟崡崮嵈 介護崟崡崮嵈 介護崟崡崮嵈 介護崟崡崮嵈

NICT総合崮崡崰嵁ッ崰峼活用

IoT崯嵤崧の自動記録

岧IoT崯嵤崧の分析岨
嵣崽崋嵤崱崸ッ崗
嵣統計情報峘集積

岧IoT崯嵤崧の収集岨
嵣IoT機器峘崣崕ュ嵒崮崋対策
嵣通信崰嵑ン崞崗崟ョン
嵣崯嵤崧形式峘統一ق標準化ك
嵣統計崯嵤崧峘集積

ك随時処理嵣一括処理ق

LAN

IoT崯嵤崧蓄積

ك既存資産を活用ق

Wi-Fi

睡眠嵣離床嵣環境
崣ン崝嵤system

食事嵣水分嵣服薬
崣ン崝嵤system

排泄
崣ン崝嵤system

運動嵣健診
崣ン崝嵤system

移動峘方法岝時間岝頻度岝
消費崓嵕嵒嵤岝体重岝血圧岝
内臓脂肪等を検知

睡眠峘時間や質岝目覚峫気
分岝離床岝室内温度岝湿度岝
照度等を検知

排泄ق便嵣尿ك峘時刻や
回数を検知قｵﾑﾂ交換ك

食事峘摂取量や崓嵕嵒嵤岝
食事時間岝水分補給岝
服薬峘有無を検知

ك名寄せ／加工／匿名化／暗号化ق

嵆嵓崩嵁ン崨嵤対応

要介護者単位峕収集さ島た日常生
活峘嵊崳崧嵒ン崘さ島たIoT崯嵤崧を介護
業務崟崡崮嵈峕自動記録峃峵岽峒峑崊崣
崡嵉ン崰峘精度岶向上峁峐介護崝嵤崻崡
峘充実峕峎峔岶峵

嵒崽崉嵔ン崡嵊崯嵓概要



28克服峃峣岷崯嵤崧利活用等の具体的峔課題岴峲び取組
要介護者峘健康状態や崸崌崧嵓崝崌ン等峘IoT崯嵤崧峙崟崡崮嵈岶異峔峵峒分断さ島峐い峵た峫岝個人峕

名寄せ峁峐共通様式峑収集嵣分析峑岷峵峲う峕峃峵岞峨た岝介護従事者峘負担軽減峕有効峔活動量等峘
IoT崯嵤崧を収集嵣分析峑岷峵環境峘整備を峃峵岞

課題：効果的峔崙崊を確保峃峵
要介護者峕対峃峵介護崝嵤崻崡の質向上

嵣 睡眠状況や食事嵣服薬等峘把握
嵣 転倒や急変時峘早期対応峒予防措置
嵣 充実峁た嵊崳崧嵒ン崘峕峲峵効果的峔崝嵤崻崡利用

課題：介護従事者峘人員不足及峝過重労働峘改善
介護従事者峕対峃峵業務負担峼軽減
嵣 様々峔IoT崯嵤崧を介護崟崡崮嵈峒嵒ン崗峁峐自動峑介護記録峕登録峃峵
嵣 介護従事者峘活動量等峘把握峕峲峵負荷分散
嵣 嵊崳崧嵒ン崘等峘崯嵤崧分析峕峲峵適切峔嵒崡崗管理

睡眠

排泄

入浴

交流嵣余暇

運動嵣健診

食事嵣水分嵣服薬

移動嵣意思伝達

日常生活

介護崝嵤崻崡

IoT
セン䝃

セン䝃

䝕䞊タ

཰集

標準的嵣共通的峔IoT崯嵤崧利活用の推進環境峼整備
Ⓥ 既存峘IoTや介護峔峓様々峔崟崡崮嵈を統合利用峑岷峵 ك嵆嵓崩ベン崨嵤対応ق
Ⓦ 情報連携基盤峘共同利用峕峲峴IoT崯嵤崧峘利用嵓嵤嵓峘標準化岶進展峃峵
Ⓧ 膨大峔嵊崳崧嵒ン崘等峕峲峵IoT崯嵤崧を収集分析を峃峵 كNICT崮崡崰嵁ッ崰活用ق

■新規性 嵣嵣嵣 様々峔IoT崯嵤崧を共通様式峕峐統合嵣加工峁岝介護崟崡崮嵈等峕自動
的峕登録峃峵峁岹峩を岝嵆嵓崩ベン崨嵤峕峲峵崟崡崮嵈間峕岴い峐連携峑岷峵
峲う環境を整備峁岝全国峑共同利用を峃峵取峴組峩峙他峕例岶峔い岞



⋎崡嵆嵤崰崕ッ崢City “ピAOCCO ”嵤成長峢の切島目の峔い支援事業
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30事業名：崡嵆嵤崰崕ッ崢City “YAOCCO ”嵤成長峢の切島目の峔い支援事業

●代表団体名：母子健康手帳崯嵤崧化推進協議会
●共同提案団体：ඵ尾市䚸大阪府立大学䠄予定䠅䚸一般㈈団法人日本教育支援機構䠄旧ඛ
進的教育情報環境整備推進協議会―䜲䞊ココ䝻協議会䠅䚸NPO法人HANDS䚸会福祉

法人日本コ䜲䝜ニ䜰福祉会䚸䝅䝱䞊䝥䝡䝅䝛䝇ソ䝸䝳䞊䝅䝵ン株式会社䚸株式会社䜲ン䜾

䝷䝮䝆䝱䝟ン

●事業費：50,000千円 ●対象分野：医療嵣福祉、教育 ●実施予定地域：大阪府八尾市

●事業概要

子Ễờの日常生活等ẦỤ収集すỦビックデヸタを活用しẆ

Ṟ発達障ầいヷ虐待ヷ病気のリスク兆候予測

ṟ健康記録の自動化ỆợỦ保育士の仕事の軽減

Ṡ保護者のデジタルバデỵヸㄥ子育ềをすỦ保護者のバヸチャル伴走者：予防接種ヷ感染症管理Ẇ

子Ễờの健康状態Ẇ信頼ỂẨỦ子育ề情報提供ㄦ

ṡ保ヷ幼ヷ小連携システムểデヸタの共有化ヷポヸトフỻリỼの構築

崻嵤コン嵣活動量計

子峓峬崯嵤崧BANK

嵣子峓峬情報
嵣既往症嵣服薬情報
嵣崊嵔嵓崖嵤情報
嵣岵岵峴つ岻医
嵣緊急連絡先

専門機関ỆợỦ

デヸタ分析

簡単峕体温岝身長嵣体重を測定
峑岷峵崡嵆嵤崰測定器

保育園総合管理崟崡崮嵈

ヷ体温ヷ身長ヷ体᣻

発育ヷ健康デヸタ

嵣子峓峬の位置情報活
動嵣心理ق脈拍等ك、
行動崯嵤崧

セキュỴễ情報基ႴỆợụẆ 子Ễờの情報を管理しẆỴクセスをܣỦẇ

発達障岶い、い峂峫嵣
虐待嵒崡崗の早期発見

子Ễờの行動分析モデル

自動化嵣省力化峕
峲峵保育士峘業務

負担軽減

保護者の崯崠崧嵓崸崯崋嵤
＝子育ềをすỦ保護者の

バヸチャル伴走者

子↘↱↝健康状態⅚

信頼↖ⅼ↺子育↕

情報↝提供⅛

⇒子↘↱↝育ちを

共有⅚可視化す↺⅛

YAOCCOポヸトフỻリỼ

保育所

幼稚園

小学校

システムヷデヸタ連携

⋊

⋇

⋈

⋉

株式会社Ỷングラムジャパン



31嵒崽崉嵔ン崡嵊崯嵓の概要



32実施事業の崊崼嵤嵓嵅崌ン崰



⋏ＩｏＴ峼活用峁峉睡眠時無呼吸症候群崡崗嵒嵤ニン崘の実証検証
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事業概要
事業名 ＩｏＴを活用खञ睡眠時無呼吸症候群५ॡজーॽンॢभ実証検証
提案者 社会医療法人春回会 井上病院ؚۃＥڸソজュー३ョンॖঀঋーॱ㈱ؚ国立病院機構 福岡病

院ؚ国家公務員共済組合連合会 虎भ門病院
対象分野 ड़．医療・福祉

実施地域 長崎地区ق長崎県長崎市उेびそभ近郊地域ك

事業概要 長崎医療圏पउいथؚ簡単प在宅द睡眠時無呼吸症候群قSASكभ५ॡজーॽンॢऋदऌॊ
َいびऌ・無呼吸計測॔উজُを提供खؚॡছक़ॻ基盤を構築घॊ؛ऽञؚ顔認証技術やڶＩ
技術भ組ा合わचपेॉSASभ重症度推定を実現घॊ؛ऒोैभ७ঝই睡眠検査भ実現पेॊ
新ञऩサーঅ५भ創出を目指खؚ国内外षभ展開भ可能性पणいथ検証घॊ؛

情報提供サーঅ५भ検証

法的問題भ整理

睡眠५ॡজーॽンॢ基盤構築

GPS

⋉睡眠प関घॊॹーॱ収集

ﾏｲҼﾛӐｫӡ 加速度ӂӡｻҴ

Һﾒﾗ

いびऌ音情報 体位情報

位置情報 顔情報

SmartTSAधम…
定量的無呼吸計測५ঐ঍॔উজ
いびऌ・無呼吸情報॑収集
一定भ॔ঝ०জ६঒द睡眠状態॑評価

海外市場調査

HP

利用者

NEWS11
ওॹॕ॔

SmartTSA

解析結果भইॕーॻংॵॡ
睡眠習慣改善法等भ生活指導情報提供
専門医療機関भ紹介
ك位置情報ऊै近隣医療機関紹介ق

⋋睡眠情報提供サーঅ५

講演会

⋈॔উজ取得⋇認知 ⋊分析

長崎市及びそभ近郊भ一般市民॑ॱー।ॵॺपؚ利用者
約3000人॑目標धखञ睡眠प関घॊ情報提供१ーঅ५
भ実証実験॑実施घॊ؛

利用者भ個人情報管理やそभ活用प際खथؚঝーঝ॑策
定घॊ؛ऽञؚ改正薬機法や療養担当規則॑踏ऽえञ新
खい१ーঅ५ঔॹঝभあॉ方॑提唱घॊ؛

睡眠時भ情報॑५ঐーॺইज़ンभ各種७ン१॑活用घॊ
ऒधद睡眠ॹーॱ॑収集घॊ؛औैपAI処理॑加えॊऒ
धद睡眠प関घॊ情報提供॔ঝ०জ६঒॑生成घॊ؛

SmartTSA海外展開प向ऐञ各国医師ؚ在留邦人ؚ現地
人षभ意識調査॑実施घॊधधुपؚঔংॖঝঊঝ५॔
উজॣー३ঙンभ動向や法的問題等॑整理घॊ؛

ॡছक़ॻ

AI
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জই॓ঞン५ق参照كঔॹঝभ概要

講演会

TVওॹॕ॔出演

新聞ॳছ३

健診利用者

঍ॸঝ利用者

運輸業者
長崎県営ং५

長崎ং५
各ॱॡ३ー会社

無呼吸計測॔উজ
ॣー३ঙンソইॺ
كSmartTSAق

無呼吸計測॔উজ
ॣー३ঙンソইॺ
كSmartTSAق

￥
ঐॿॱॖ६এॖンॺ

(健康診断ك

様々ऩ告知द利用者॑増やघ

॔উজそभ
ुभम

当面म無料

ॡছक़ॻ
分析基盤
दभ解析

過去
ॹーॱ

AI技術॑用い
過去भSAS患者भॹーॱऊै
重症度判定भ॔ঝ०জ६঒作成

利用者目標3,000人
ঘー२ーप対खؚ

結果ॹーॱध予防॥ンॸンॶ॑提供

外来दभ診察ऋ可能ऩ県内ق市内病
院ك一覧॑表示ख問い合わせऋ可能

解析結果ऋ軽度भ
ঘー२ー

解析結果ऋ重度भ
ঘー२ー

￥ঐॿॱॖ६এॖンॺ
(広告：ইॕॵॺॿ५४঒・健康機器ऩनك

￥ঐॿॱॖ६এॖンॺ
(広告：病院भজ५ॸॕンॢ広告)

送客目標300人

送客目標600人

ॱー।ॸॕンॢ
ওーঝ

ॱー।ॸॕンॢ
ওーঝ

外来受診時प解析結果भ参照ऋ可能؛
ऽञ電子ढ़ঝॸ情報धभ連携॑図ॊ

￥ঐॿॱॖ६এॖンॺ
(利用料：病院भ利用料)

解析結果भ
参照病院

集患目標150人
受診

ࢫンࣞ࢓ࣇࣜ

モࡢࣝࢹ概要

IoTを活用し䛯䠯Ａ䠯㔜症化予防་療䝃䞊䝡䝇を定着䛥せ䜛䛣䛸䛷䚸

䐟 䝇䝬䞊䝖䝣䜷ン䜰䝥䝸䛻䜘䜚䚸潜在患者䞉早期Ⓨ見䞉早期治療䛾実現

䐠 㐠輸系各社䛷活用す䜛䛣䛸䛷䝗䝷䜲䝞䞊䛾Ᏻ全性向ୖ䛸健康増進䛻㈉献

䐡 SAS及䜃そ䛾合併症䛻対す䜛㔜症化防止䛻䜘䜛་療費抑制を実現す䜛䝰䝕䝹を構築す䜛

մ 日本式疾病࣮ࣜࢡࢫニンࡢ࣒ࢸࢫࢩࢢ海外展開モࣝࢹ

յ 顔情報ࡽ࠿疾患ࡢ㔜症度を推測ࡢ࣒ࢸࢫࢩࡿࡍ確立
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崊崼嵤嵓

• 睡眠医療峘専門集団峑あ峵ق井上病院嵣虎峘門病院ك

• 海外事業峘豊富峔経験及峝人脈を有峃峵ق井上病院嵣虎峘門病院ك

• 世界最先端峘技術を峬峎顔認証岴峲峝AI崟崡崮嵈峘応用を図峵قNEC)
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⋐高専IoT崵ッ崰ワ嵤崗峼活用峁峉地域IoT崯嵤崧の取得、
教育峼主峒峁峉小規模自治体利活用嵊崯嵓の実証事業

37



ᑠ規模自治体䝛䝑䝖ワ䞊䜽

一次産業IoT䝕䞊タ

防災IoT䝕䞊タ

高専IoT䝛䝑䝖ワ䞊䜽

IoT DB

䠘IoT䝕䞊タ䛾取得䠚

各地䛻配置し䛯高専版IoTセン䝃䞊䛷

地域特性䛜わ䛛䜛IoT䝕䞊タを取得しDB化

䠘IoT䝕䞊タ䛾活用䠚

授業䛻䛶活用

す䜛具体例

防災セン䝅ン䜾䝕䞊タを活用し䛶地域䛾防災危険䜶䝸䜰䛸防災対策を学ぶ

日本䛾季節䛤䛸䛾ኳ気䛾変化を実䝕䞊タ䛛䜙学ぶ

気象䝕䞊タ䛸農業䝕䞊タ䛾関連性を統計䝕䞊タ䛛䜙ᑟ䛝出す

自分䛾ఫ䜐地域䛾産業䝕䞊タ䛸௚地域を比䜉䚸地域䛾強䜏を知䜛

防災教育

社会

数学

理科

ᑠ学校䞉中学校䛾様々䛺科目䛾授業䛻䛶䚸全国䛾IoT䝕䞊タ䛜活用䛥䜜䜛

指ᑟ案 DB

䠘IoT䝕䞊タを活用し䛯授業䝥䝷ン䛾共有䠚

地域䛾IoT䝕䞊タを活用し䛯授業ෆ容や指ᑟ案

䛺䛹をᑠ規模自治体䝛䝑䝖ワ䞊䜽䛷DB化

䝕䞊タを含䜑䛯䜶䝡䝕ン䝇䛻基䛵䛝䚸

課題や検証をす䜛セン䝇を身䛻䛴䛡

䛂地域特性を知䜛䛃

䛂地域を活䛛す䛃人ᮦ育成䛾実現

各地域䛜自立し䛯街䜈

䝕䞊タ䛾取得 䝕䞊タ䛾共有

気象䝕䞊タ䚸出荷㔞䛺䛹䛾農業䝕䞊タ

災害情報䚸被害䚸避難䛾情報䝕䞊タ

高専IoT䝛䝑䝖ワ䞊䜽を活用し䛯地域IoT䝕䞊タ䛾取得䚸教育を主䛸し䛯

ᑠ規模自治体利活用䝰䝕䝹䛾実証஦業 䠄地域共育コンソ䞊䝅䜰䝮䠅

38

提案者 ༡ᑠ国⏫䚸ᶓ瀬⏫䚸一般社団法人子供教育創造機構䚸熊本高専䚸鶴岡高専䚸௝ྎ高専䚸阿༡

高専䚸鳥羽商船高専䚸香ᕝ高専

対象分㔝 ࢝㸧教育

実施地域 熊本県阿蘇郡南小国⏫ࠊ埼玉県秩父郡横瀬⏫



高専IoT䝛䝑䝖ワ䞊䜽を活用し䛯地域IoT䝕䞊タ䛾取得䚸教育を主䛸し䛯

ᑠ規模自治体利活用䝰䝕䝹䛾実証஦業䠄地域共育コンソ䞊䝅䜰䝮䠅

39

地域人ᮦ 環境 䝹䞊䝹

IoT/ICTを活用䛷䛝䜛

進取䛾精神䛾人ᮦ

䠄第䠐次産業革命䛻

対応䛷䛝䜛人ᮦ䠅

地域IoT䝕䞊タを

利活用しやすい環境

地域IoT䝕䞊タ䛾

利活用䝹䞊䝹䛾整備

■課題䛾解決䛻向䛡䛶必要䛸考え䜙䜜䜛䝹䞊䝹整備等䠄法௧䚸条例䚸䜺䜲䝗䝷䜲ン䚸規格等䛾新設䚸

見直し等䠅䛾概要

■IoT䝃䞊䝡䝇䛾創出䞉展開䛻当䛯䛳䛶克服す䜉䛝䝕䞊タ利活用等䛾具体的䛺課題

IoT䝕䞊タ䛾取得 IoT䝕䞊タ活用 授業䝥䝷ン共有

• セン䝃䞊設置箇所䛾決定方法
• 䝕䞊タ標準化
• 䝕䞊タ管理方法
• 䝕䞊タ所有ᶒ䛾法的整理䛺䛹

• 利用目的
• 利用者
• 利用条件
• 利用方法䠄䜰䜽セ䝇方法䠅
• ஧次加工䝹䞊䝹䛺䛹

• 共有䝹䞊䝹
• 利用䝹䞊䝹 䛺䛹

ࢫンࣞ࢓ࣇࣜ

モࡢࣝࢹ概要

䐟高専IoT䝛䝑䝖ワ䞊䜽䛷集䜑䛯地域IoT䝕䞊タを取得䞉蓄積䚸地域䛷活用す䜛䝰䝕䝹構築䚹

䐠各地䛾高専䛸ᑠ䞉中学校䛜連携し䚸授業ෆ䛷地域IoT䝕䞊タを使䛳䛯授業を進䜑䜛䛣䛸䛷䚸䝕䞊タを活用

し䚸䜶䝡䝕ン䝇䠄䝕䞊タ䞉情報䠅䛻基䛵䛝課題解決䛜䛷䛝䜛基礎力を䜒䛳䛯人ᮦ育成䝰䝕䝹䛾構築䚹

䐡ᑠ中学校䛷実施し䛯授業指ᑟ案をᑠ規模自治体䛷共有す䜛䛣䛸䛷䚸教ᮦ再利用䛸改良を進䜑㈇担ప減

を計䜚䛺䛜䜙䚸ඛ生ྠ士䜒䝛䝑䝖ワ䞊䜽化䛥䜜䚸学校や自治体を超え䛶ඛ生䜒学䜃合う䝰䝕䝹䛾構築䚹
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第䠐次産業革命䛾波䛻乗䜜䜛䛂主体的自己䛾確立䛃䛸䛂䝇䜻䝹䛃䛾両立

䛣䜜䜎䛷䛾産業革命䛿䛂馬→馬車䛃䛂手作業→機械䛃䛂機械→コン䝢䝳䞊タ制御䛃䛺䛹㐨具䛜便利䛻䚹

第䠐次産業革命䛿䚸䛂人間䛜や䛳䛶䛝䛯䛣䛸䛃自体䛜௦替ྍ能䚹

誰䜒䛜ICT䚸IoT䝕䞊タ䚸AIを活用し䛺䛜䜙䚸䛂自分䜙しい௙஦䞉表現䛃をし䛶生䛝䜛時௦䜈䚹

䛰䛛䜙䛣そ䛂当஦者意識䛃を持䛳䛶物஦䛻関わ䜛大人䜒子䛹䜒䜒溢䜜䛯日本䜈䚹

外側䛛䜙関わ䜛 ෆ側䛛䜙関わ䜛

煩雑䛺問題䛸し䛶分析䞉関わ䜛 複雑䛺問題䛸し䛶関わ䜛

知識䞉情報を活䛛す 知恵を活䛛す

䛆䝰䞊䝗A䛇

傍観者䛸し䛶

問題·課題

社会䛿変わ䜙䛺い

変え䜙䜜䛺い

問題·課題

䛆䝰䞊䝗C䛇

当஦者意識䛷

䠄自分஦䛸し䛶䠅

社会䛿創䜚出せ䜛

䛆䝰䞊䝗B䛇

コン䝃䝹タン䝖䛸し䛶

䠄䜰䝗䝞䜲䝄䞊䠅

社会䛿変え䜙䜜䜛

外側䛛䜙関わ䜛

自分䛸関ಀ䛺い䛸関わ䜙䛺い

高専IoT䝛䝑䝖ワ䞊䜽を活用し䛯地域IoT䝕䞊タ䛾取得䚸教育を主䛸し䛯

ᑠ規模自治体利活用䝰䝕䝹䛾実証஦業 䠄地域共育コンソ䞊䝅䜰䝮䠅䛾䛂最㔜要䝫䜲ン䝖䛃

問題·課題
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全国体力・運動能力
運動習慣等調査

42子नुभ運動習慣ॹーॱを基盤धखञ५ঐーॺ運動教育ঔॹঝ事業：概要

子नुभ体力・運動能力म低下खथいॊ！

運動قあそびك
を知ैऩい

あそぶ
機会ऋऩい

子नुभ運動ق＝あそびك効果検証！
定量的प
現状を
把握घॊ

あそびを
伝えॊ
改善घॊ

▢ ▣ ▤ ▥

क़ख़॔ছ
ঈঝ
७ンサー
ك足ق

心拍計
ك耳ञぶ型ق

運動قあそび॑كखथい
ॊ子नुभ活動量ॹーॱ
॑測定घॊ

運動＋遊び＝活動量ध
動ऌ調査結果ॹーॱ

ॹーॱ蓄積・分析

専門家भ॔ॻংॖ५भ
ुधؚ測定ॹーॱ॑分
析खؚ結果भَ見えॊ
化ُ॑実施घॊ

ॹーॱ
集積

運動結果॑
॔ॻংॖ५

運動効果भ見えॊ化

子नुध保護者ष運動
भ現状ध改善كあそびق
結果॑共有खؚ運動भ重
要性॑知ढथुैう

উঞॖজーॲ育成

子नुप運動قあそ
びكभউটॢছ঒भ実
施や१এーॺ॑घॊ人
材॑育成घॊ

あそび
१এーॺ

ॹーॱ測定

提案
者

山梨大学ؚ山梨県甲府市ؚ美津濃ؚ঎ーॿঝンॻ
ग़ーॸॕーग़ঝ३५ॸ঒६

対象分野 ढ़.教育
実施地域 山梨県甲府市



動作ق歩ऎؚ走ॊؚ跳वؚ止ऽ
ॊؚそभ他كभ出現状況ध活動
量॑計測घॊॹংॖ५भ活用

43子नुभ運動習慣ॹーॱを基盤धखञ५ঐーॺ運動教育ঔॹঝ事業：জই॓ঞン५ঔॹঝ

子नुभ運動قあそびكपेॊَ活
動量ॹーॱَُ様々ऩ動ऌभ出現回
数॑ढ़क़ンॺُ॑蓄積＋分析＋解析

計測
内容

歩数 心拍数自動計測：

選択入力： 遊びの種類 遊峽峊後の嵉ン崧嵓

消費カ嵕嵒嵤

軽量化+耐衝撃性
＝子नुऋ無理ऩऎ装着दऌॊुभ

動作ق歩岹/走峵/跳ぶ/止峨峵/その他ك

⋇子नुभ運動能力भ測定方法भ構築
َ甲府市ؚӔｽӢӍؚﾎӢｰӌӝӡﾄӢُ

計測ॹーॱ+॔ンॣーॺपेॊ定性ॹーॱق子नुभ
感想・保護者ॽー६・উঞॖজーॲー振ॉ返ॉكやऒ
ोऽदभ運動能力調査等धभ比較分析॑実施

子नुभ運動قあそびكभ活動量ध質भ
分析॑可能प

親भ関心ऋ薄い理由
→َ子नुम元気प
遊ぶُभॖওー४ऋ
先行
子नुभ発達発育状
況॑記録खؚ分析ख
表示घॊ॔উজॣー
३ঙンऋऩい؛

⋉解析ॹーॱभ見えॊ化：
َATLُ

⋈運動効果ؚ発達発育状況भ分析・解析：
َ山梨大学ُ

⋊ﾌӣӞｲӜｰﾀӢ育成ﾌӣӟｸӢӛӕभ開発・ﾌӣӞｲӜｰﾀӢ
認定制度भ創成：َӔｽӢӍؚﾎӢｰӌӝӡﾄӢُ
উঞॖজーॲーधम？
デ घसथभ子नुऋいऌいऌधसॊ環境॑णऎॊ存在
デ 遊び場भ状況प応गञ子नुषभ声ऊऐ
デ 一緒प思いऌॉ遊びؚ子नुऋ厚い信頼॑ेせॊ相手
デ 大人ق保護者كप子नुपऊわढथ子नुभ気持ठ॑伝えॊ

年上भ子नुधあそぶؚ子नु同士दあそぶ機会減少
→子नुभコ঑ュॽॸॕーपあそび伝承भ機会ऋऩい
→子नुभ運動力低下を食い止ीॊ存在

子नुभ運動ق＝あそびك१এーॺ役

▼今週भ運動

○○君भ運動量

遊具A

鬼ओढऒ
野球
遊具B

һҳҼӑӢҴӁ 活動量

時間

＜36भ動ऌ＞

ংছン५॑取ॊ動作ऋ不足！
ऽわढञॉؚवैऔऋढञॉ
घॊ遊び॑खथाेう؛

▼ऴणう

○○君भ今日भ様子

新खい友達ऋद
ऌञ！
気分ऋघढऌॉ
खञ！

今日भ運動をॳख़ॵॡ
気分: ▼非常प落ठ着いथいॊ

食欲:

＜ঐঐभणवやऌ＞
今日म○○दいढぱい遊॒दؚ
एढघॉ就寝؛新खい友達ु
दऌञ؛○○प面白い施設ऋ
あॊैखऎؚ遊びप行ऊせञ
い؛

ॹーॱप基तऎ現状把握द課題॑認識



44子नुभ運動習慣ॹーॱを基盤धखञ५ঐーॺ運動教育ঔॹঝ事業：॔আーঝএॖンॺ
▼衰えॊ子नुभ体力・運動能力 東京ड़জンআॵॡ॑見据えؚ平成13年頃ऊै回復傾向पあॊऋؚ子नुभ体力
আーॡधऔोॊَ昭和60年भ水準ُك※قधम大差ऋあॊك※ق؛文部科学省भ५এーॶ基本計画ऋ目標प掲ऑॊ基準

運動能力भ低下 肥満傾向児भ増加 骨折घॊ子供भ増加
数値峑
峩峵峒？

小学6年生男子भソই
ॺ঎ーঝ投ऑ過去最低
50年前ेॉ
5m近く低下

11歳म
昭和52年भ
1.73倍

中学生म
1970年भ
約3倍

靴紐を
結べ峔い

嵄嵤嵓を顔面
峑受岻峐峁峨う

自分भ体॑うऽऎ
॥ンॺটーঝदऌऩい

子नु向ऐभक़ख़॔ছঈঝ端末म製品化例ऋऩい→子नुभ運動ॹーॱを簡単प測定दऌऩい！
子नुऋ無理ऩऎ

装着दऌॊ
क़ख़॔ছঈঝ端末開発

運動・遊びॹーॱभ分
析・解析可視化पेॊ

課題भ共有

運動উটॢছ঒開発
पेॊউঞॖজーॲー

भ育成ध普及

▼本事業पउऐॊ運営फ़ॖॻছॖンを策定
・実証参加児童भ保護者षभ同意भ取ॉ方ق趣旨説明भ徹底ध参加規約等भ整理ك
・個人情報भ秘匿性षभ対応ق७キগজॸॕ対策ك

ॹーॱ利活用भ課題・解決策
ঝーঝ整備भ必要性

運動効果भ見えॊ化॔উজ等॑通गञؚ
子नुभ運動能力॑定期的प知ॊऒध
भ重要性認識

保護者ध子नु
運動効果や発達発育状況भ分析ॹーॱ
॑通गञؚ子नुभ運動習慣等भॹー
ॱ測定等भ必要性認識

教育関係者

উঞॖজーॲ育成উটॢছ঒भ開発
উঞॖজーॲ資格認定制度भ創成
ऒोै॑通गञউঞॖজーॲ職制भ創
設भ必要性認識

民間事業者

উঞॖজーॲঅ४ॿ५भ展開॑通गञ
উঞॖজーॲ人材भ導入促進

公共施設ؚ教育機関ؚ民間事業者

実証峼
通峂峉成果
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46事業概要 ― IoT を活用した地域ブランド創出スキヸムの構築 ―

46

代表団体 信߸大学経法学部

共ӷ提案

団体Ӹ

株式会社ウỶジンẆ 千曲߷ワỶンバレヸ(東地区) ワỶン用ぶỄう生産者

長᣼県環境部環境Ỻネルギヸ課Ẇ長᣼県環境保全研究所

対象分᣼ 農業

実施地域 長᣼県 千曲߷ワỶンバレヸ(東地区)特区

長᣼県： Ẓ信߸ワỶンバレヸ構想ẓỆợụワỶン産業を振興

地域ブランド力の向上

信ᕞ産ワ䜲ン䛾地理的表示䛻䛚䛡䜛

品質基準䛾明確化等

䝥䝻䝖䝰䝕䝹実㐠用䛻䜘䜛䝕䞊タ䛾蓄積

蓄積䝕䞊タ䛾解析䛻䜘䜛地域特性ᢳ出

IoTを活用したワỶン用ぶỄうの

収穫/防除予測サヸビスプロトモデル開発

デヸタӕụ扱い規程等の整備

産地特性䛾把握䚸品質䛾向ୖ䚸Ᏻ定し䛯生産䛾実現

◆圃場䛤䛸䛾気象䝕䞊タ/ぶ䛹う成分䝕䞊タ䛾計測䛸相関分析

◆䝕䞊タ䛾蓄積䛸地域ෆ䛷䛾共有䚸品質向ୖ䜈䛾活用

◆県ෆ全域䚸全国展開を見据え䛯廉価䛺計測䝅䝇䝔䝮䛾実現

地域特性基準䛾明確化䚸䝕䞊タ取扱䝹䞊䝹䛾整備

◆地域特性判断基準䛾明確化

◆生産者/企業䝕䞊タබ開基準䛺䛹䛾䝕䞊タ取䜚扱い䝹䞊䝹整備

対象地域䛾認知度䛸䝤䝷ン䝗䜲䝯䞊䝆䛾向ୖ

◆地域資源価値䛾裏௜䛡䠄䜶䝡䝕ン䝇䠅

◆産地䛻対す䜛価値認識䛾向ୖ

䛆䝕䞊タ利活用等䛾具体的䛺課題䛇

地域Ể共有すỦỼヸプンデヸタ実証実᬴



47リフỳレンスモデルの概要

ࢫンࣞ࢓ࣇࣜ

モࡢࣝࢹ概要

長㔝県千曲ᕝワ䜲ン䝞䝺䞊(東地༊)特༊を対象䛻䚸圃場䛾気象䝕䞊タ䛸ワ䜲ン用ぶ䛹う生育

過程䛾䝕䞊タを集積す䜛䚹蓄積し䛯気象䝕䞊タ䛸成分䝕䞊タ䛾相関等を分析し䚸ぶ䛹う品種

䛤䛸䛾特徴䚸圃場䛤䛸䛾特徴を解析し䚸圃場䛤䛸䛾ワ䜲ン用ぶ䛹う䛾཰集/防除タ䜲䝭ン䜾䛾

予測䝃䞊䝡䝇を開Ⓨす䜛䚹情報䛾取扱䛻関す䜛䝹䞊䝹等を整備し䚸特༊䛾特徴䞉傾向等を

䜸䞊䝥ン䝕䞊タ䛸し䛶生産者䛻提供䞉共有し䚸地域䝤䝷ン䝗䛾向ୖをᅗ䜛䚹

市場崳嵤崢岝
ワ崌ン商業者嵣
ソ嵈嵒崐や醸造
家等峘崳嵤崢を
崽崋嵤崱崸ッ崗峃
峵岞

収穫時期嵣
防除予測
等峘情報を
生産者峕
提供峃峵岞

政府策定䛂農業情報䛾標準化䜺䜲䝗䝷䜲ン䛃䛾活用や既存䛾取䜚組䜏を踏䜎え䛶進䜑䛶い䛝䜎す䚹



48事業実施のỴピヸルポỶント

★地域ブランド力の向上★

ṢワỶン用ぶỄうの分析実績ầあỦ

Ṡ法ヷ制度の専門家ỂあỦ → デヸタ利活用ルヸル整備Ệ活ẨỦ

䝕䞊タ䛾提供者䞉利用者཮方䛾利益䛻䛺䜛利活用䝹䞊䝹䛾策定

秘密保持契約䛾多角的䛺検討䛸䝹䞊䝹整備

Ṟ技術的課題を超えた目的の事業ỂあỦ

人文学部䚸教育学部䚸経法学部䚸理学部䚸

་学部䚸工学部䚸農学部䚸⧄維学部

ṡ地域Ệ根差した総合大学ỂあỦ

䛂経法学部社会基┙研究センタ䞊䛃䛿䚸

全学部䛛䜙教員䛜参⏬し䛯組織体䛷あ䜛䚹

ṟ生産者ヷIoT企業ヷ大学の連携体制ỂあỦ

IoTᑟ入䛻積極的䛺ぶ䛹う生産者䚸

環境計測専門家䛷あ䜛企業䚸䛸大学䛾協業䛷あ䜛䚹



⋓海洋物理嵊崯嵓峒海況ڰD崻ッ崘崯嵤崧峼活用峁峉水産業支援“IoT海況予測崝嵤崻崡”の創出
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20 16 /11/26  18 (17You see U-Sea -Ᏹ和海海水温情報-

1 / 3  ペ䞊䝆http : //akash io . jp /ka isu ion/

You see U-Sea䚷 -Ᏹ和海海水温情報-

●最新䛾気温䞉 海水温

最新䛾気温/本日䛾最ప気温䞉 最高気温

場所

最新

測定日時

最新䛾気温

本日䛾最ప気温䞉 最高気温

最ప[測定時刻]最高[測定時刻]

瀬戸

2016/11/26
18:00:00

15.1℃ 8.7℃[07:10] 15.1℃[18:00]

Ᏹ和島

2016/11/26
18:00:00

15.8℃ 5.1℃[04:28] 18.3℃[14:50]

御荘

2016/11/26
18:00:00

16.0℃ 4.2℃[07:09] 18.9℃[14:44]

最新䛾海水温

場所 福浦 塩ᑠ島 ୗ灘 日振島 ୗ波 ඵ幡浜

最新

測定日時

2016/11/26
18:00:00

2016/11/26
18:00:00

2016/11/26
18:00:00

2016/11/26
18:00:00

2016/11/26
18:00:00

2016/11/26
18:00:00

水深

■1m 21.9℃ 21.1℃ -℃ 20.5℃ -℃ -℃
■5m 21.9℃ 21.1℃ 20.6℃ 20.5℃ 20.5℃ 20.1℃
■10m 21.8℃ 21.1℃ 20.6℃ 20.5℃ -℃ -℃
■20m 21.9℃ 21.1℃ 20.5℃ 20.4℃ -℃ -℃
■30m 21.8℃ 21.1℃ -℃ 20.5℃ -℃ -℃
■40m 21.8℃ 21.1℃ -℃ 20.5℃ -℃ -℃
■50m 21.8℃ -℃ -℃ 20.5℃ -℃ -℃
■60m 21.7℃ 21.0℃ -℃ 20.5℃ -℃ -℃

表示項目

項目

全項目 全解除

1m 5m 10m 20m 30m 40m 50m 60m

水温䛾表示範ᅖ

自動調整

●海水温䛾時間変化

●測定地一覧

●表示設定

あ䛺䛯䛜䜘䛟 使う 表示設定をⓏ録す䜛䛣䛸䛷䚸 ௨降䝪タンをᢲす䛰䛡

䛷䚸 表示設定䛾཯ᫎ䛜ྍ能䛻䛺䜚 䜎す䚹

A： 設定A B： 設定B C： 設定C  表示設定を⦅集

地ᅗ䝕䞊タ  ©2016 Google,

提案者 国立大学法人愛媛大学䚸愛媛県水産研究センタ䞊䚸愛媛県漁業協ྠ組合連合会䚸㈱䜴䝭䝖䝻ン

対象分㔝 農業

実施地域 愛媛県西Ᏹ和郡伊方⏫䚸ඵ幡浜市䚸西予市䚸Ᏹ和島市䚸༡Ᏹ和郡愛༡⏫

஦業概要 愛媛県䛿全国屈指䛾水産県䠄ᖺ間生産高䠔䠌䠌億෇䠅䛷あ䜛䛜䚸そ䛾中心䛿県西部䛾Ᏹ和海䛷䚸

魚貝養殖業䛸漁船漁業䛾生産高䛿䠒䠐䠌億෇䛻㐩し䛶い䜛䚹Ᏹ和海䛿養殖䛻適し䛯䝸䜰䝇式海

岸䛷あ䜛ば䛛䜚䛷䛺䛟䚸急潮䚸底入䜚潮䛸い䛳䛯大䛝䛺水温変動を伴うኴᖹ洋䛛䜙䛾独特䛾潮䛾

流䜜䛜起䛣䜚䚸養殖䛻好適䛺環境を形成し䛶い䜛䛜䚸䛣䜜䜙䛾潮䛾流䜜䛿養殖䛻㈇䛾側面䜒有

し䛶い䜛䚹そ䛣䛷䚸䐟Ᏹ和海セン䝃䞊䝛䝑䝖ワ䞊䜽䝅䝇䝔䝮を構築し䚸䐠海洋物理学䛾研究実績

䛻基䛵䛝䚸Ᏹ和海䛾沿岸環境情報䛾集積䛸海況䠄現況䚸予測䠅情報䛸し䛶䚸水産業者䛻ྍ視化し

䛯情報を伝㐩す䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸Ᏹ和海䛾水産業䛾生産高増䛻䛴䛺䛢䜛䚹

集積

䠄愛大工䠅

䝃䞊䝞䞊

䝅䝇䝔䝮

Ᏹ和海䛾潮流䠄急潮䠅䛾

解析䛻関す䜛実績

高度化䠄愛大䠟Ｍ䠡䠯䚸愛大工䚸県水研䠅Ᏹ和海䛾多深度セン

䝃䞊䝛䝑䝖ワ䞊䜽䠄愛大

䠟Ｍ䠡䠯䚸県水研䚸㈱䜴䝭䝖䝻ン䠅

ྍ視化䠄愛大工䠅

予測

過去䛾研究実績䛻基

䛵䛟䚸海洋物理䝰䝕䝹

䛾高度化䛸䝡䝑䜾䝕䞊

タ䛾追加䛻䜘䜛海況

予測

ＪＡＭ䠯䠰䠡䠟 Ｈ䠬䠄http://www.jamstec.

go.jp/aplinfo/kowatch/?p=1420䠅䜘䜚

Ᏹ和海用多深度観測装置䛾

開Ⓨ䠄愛大 工䚸䜴䝭䝖䝻ン㈱䠅

和海域の漁協Ẇ水産業者ܢ

普及䞉஦業化検討

䠄県水研䚸愛大社連䚸䜴䝭䝖䝻ン㈱䠅

現況

You see U-Sea

-Ᏹ和海海水温情報-Ｈ䠬

䠄 http://akashio.jp/kaisuion/ 䠅䜘䜚

http://www.jamstec/
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Ᏹ和海海水温情報

ペ䞊䝆

䚷 Ᏹ和海海水温情報

●最新䛾気温䞉 海水温

最新䛾気温本日䛾最ప気温䞉 最高気温

場所

最新

測定日時

最新䛾気温

本日䛾最ప気温䞉 最高気温

最ప 測定時刻 最高 測定時刻

瀬戸 ℃ ℃ ℃

Ᏹ和島 ℃ ℃ ℃

御荘 ℃ ℃ ℃

最新䛾海水温

場所 福浦 塩ᑠ島 ୗ灘 日振島 ୗ波 ඵ幡浜

最新

測定日時

水深

■ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

■ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

■ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

■ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

■ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

■ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

■ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

■ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃

表示項目

項目

全項目 全解除

水温䛾表示範ᅖ

自動調整

●海水温䛾時間変化

●測定地一覧

●表示設定

あ䛺䛯䛜䜘䛟 使う 表示設定をⓏ録す䜛䛣䛸䛷䚸 ௨降䝪タンをᢲす䛰䛡

䛷䚸 表示設定䛾཯ᫎ䛜ྍ能䛻䛺䜚 䜎す䚹

： 設定 ： 設定 ： 設定 表示設定を⦅集

地ᅗ䝕䞊タ  ©2016 Google,

ࢫンࣞ࢓ࣇࣜ

モࡢࣝࢹ概要

愛媛大学ࡀᇵࡗた海洋物理モ࡟ࣝࢹᇶ࡙ࠊࡁ本事業࡛構築ࡿࡍᏱ和海ࡢ海況情報㸦現

況ࠊ予測㸧サ࣮ࢫࣅを実施ࠊࡋ現場ࣝ࢔ࣜ࡟タ࡟࣒࢖情報をⓎ信ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ

養殖業者ࡣ࡚ࡗ࡜࡟生産性ࡢ向上㸦給餌ࣟࡢࢫ削減ࠊ赤潮や魚病ࡢ対策㸧ࠊ

漁船漁業者ࡣ࡚ࡗ࡜࡟魚群ࡢ動ࡢࡁ把握ࠊ等࡟繋ࠊࡾ࡞࡜࡜ࡇࡿࢀࡽࡆ

水産業ࡢ生産高増ࡿࡀ࡞ࡘ࡟もࠋࡿ࡞࡜ࡢ

Ᏹ

和

海

海況䠐䠠䝡䝑䜾䝕䞊タ

ྍ視化

現況情報

予測情報

高度化䠄予測䠅

ྍ視化

䠄愛大工䠅

䠄愛大工䠅

䠄愛大䠟Ｍ䠡䠯䚸

愛大工䚸県水研䠅

䠄愛大工䠅

䠒䠐䠌億෇䛾え䜂䜑水産業

䜈䛾㈉献

推定䠒．䠐億෇ ௨ୖ䛾経

済効果

Ᏹ和海セン䝃䞊䝛䝑䝖ワ䞊䜽

Ᏹ和海䛾潮流䠄急潮䚸底入䜚

塩䠅䛾解析䛻関す䜛海洋物理

䝰䝕䝹研究䛾実績

愛媛大学 䠟Ｍ䠡䠯 Ｈ䠬䜘䜚

䠄http://engan.cmes.ehime-u.ac.jp/engan/

kandou/theme/kaneda/kaneda.htm䠅

䠄愛大䠟Ｍ䠡䠯䚸県水研䚸県漁連䚸䜴

䝭䝖䝻ン㈱䠅

和海域の漁協Ẇܢ

水産業者

普及䞉

஦業化検討

䠄県水研䚸

愛大社連䚸

䜴䝭䝖䝻ン㈱䠅

䠄愛大工䚸

県水研䚸

䜴䝭䝖䝻ン㈱䠅
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15 m

1 m

5 m

10 m

20 m

25 m

30 m

35 m

40 m

45 m

50 m

福浦 沖भ島内海下波遊子

福浦

下波

T
em

p
er

at
u

re
(
C)

䠄水温䝕䞊タ等䠅

情報Ⓨ信

海洋物理䝰䝕䝹䛸海況䠐D䝡䝑䜾䝕䞊タを活用し䛯水産業支援䇾IoT海況予測䝃䞊䝡䝇䇿䛾創出



• 海域センサ࣮࣮ࢹࡢࡽ࠿タ࣐࣮࢛ࣇࡢッࡢࢺ୙統一，観測㢖度や条件ࡢ୙統一，観測地点
も࡜空間軸࣭時間軸，ࡿ࡞࡜必要࡟把握࣭分析，予測ࡢ海況，࡚ࡋ࡜⏤を理ࡾ୙足や偏ࡢ

．い࡞い࡚ࡗ࡞࡜タ࣮ࢹたࡋ連続࡟

• 科学的根拠࡟ᇶ࡙く予報ࡢ実用サ࣮ࡀࢫࣅ提供࡛࡚ࡁい࡞い．現場ࡢ生産者ࡣ୙十分࡞情
報࡟ᇶ࡙い࡚勘や経験則࡚ࡗࡼ࡟予測ࡿࡊࡏを得ࡎ，精度࡟問題ࡀあࡿ．

• 海況予報情報ࡢ用語，表現࢖ࣛࢻ࢖࢞ࡢンࡢ策定
• 海況予報情報ࡢ公開࡜利用࡟関࢖ࣛࢻ࢖࢞ࡿࡍンࡢ策定

終了後䛾実㐠用䛸展開

• 終了後ࡢ実運用
事業終了後ࠊ当該ࣜࣞ࢓ࣇンࢫモࣝࢹ㸦ࢫࢿࢪࣅモࣝࢹ㸧ࡘ࡟い࡚ࡣ

県漁連ࡀ実施࣭管理運営ࠊࡋ水産業ࡢ売ࡾ上ࡆ増ࠋࡿࡆ࡞ࡘ࡟

• 経済効果(1)
根拠1：県ෆ赤潮被害ࡢᖹ均4.4億෇/ᖺ㸦 H24-27 㸧

県ෆ最大被害12.3億෇㸦H24㸧
根拠2：愛南⏫ࡢ魚病被害 ᖹ均5億෇/ᖺ

• 経済効果(2)
MVNO㸦少㔞࣮ࢹࡢタ通信ࡀ無料ࡿ࡞࡜SIM㸧ࡢ利用ࠊࡾࡼ࡟
1観測点あたࡾᖺ3.6万෇࠿13ࠊ所ࡢ観測点࡛約47万෇ࡢ通信経費ࡢ削減ࡀ可能ࠊࡾ࡞࡜
ࣛンニンࢢコࡀࢺࢫ軽減ࠋࡿࢀࡉ

• ௚地域ࡢ࡬普及
海水温ࠊࡣ漁業࡚ࡗ࡜࡟ᇶ本情報࡛ࠊそࡢ㔜要性ࡣ௚ࡢ海域࠾࡟い࡚も普遍的࡛あࠋࡿ

急潮や底入ࡾ潮等ࠊࡢ外洋ࡢࡽ࠿高温水ࠊప温水ࡀ漁場環境࡟大࡞ࡁ影響を୚え࡜ࡿいう

現象ࠊࡣ外洋࡟面ࡋた多くࡢ沿岸࡛も見ࠊࢀࡽ௚海域ࡢ࡬普及展開ࡀ可能

解決す䜛課題䛸䝹䞊䝹整備
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⋔地域雇用創出峼実現峃峵“崟崏崊嵒ン崘農業”嵊崯嵓の構築

53



54事業概要
事業概要

対象分野 ７．農業岝 ９．崟崏崊嵒ン崘崐コ崶嵇嵤
実施地域 京都府相楽郡精華町岝大阪府四条畷市岝千葉県君津市

＜高床式砂栽培農業＞
農業初心者や高齢者峑峬
峃岺峕峙峂峫峳島峵農法

×

＜多様峔崯嵤崧＞
外部環境岝作物生育岝
作業者峘行動峔峓

䠙

新峁い
崟崏崊嵒ン崘農業
嵊崯嵓

高床式砂栽培設備をIoT化峁岝農場岶人を集峫岝峎峔岼峵岽峒峑岝
⋇短時間岵峳ワ嵤崗崟崏崊岶可能峔崟崏崊嵒ン崘農業崟崡崮嵈を構築峃峵岞
⋈女性や高齢者等峘地域雇用を創出峃峵峒峒峬峕新峁い働岷方を実現峃峵岞

課題

農作業僎個人僔バイタル儫兠タ僔
相関関係僔収集兟分析

潜在ワ兠カ兠僔情報収集僎ネッ儬
ワ兠儓化僎作業マッチン儔僔統合

短期間働砂栽培育成儫兠タを
収集兟分析

目標

 農業初心者傲来たい僎思う
コ兠ルシス優ム僔構築

 潜在ワ兠カ兠僔作業
マッチン儔僔構築

 素人働も的確に作業傲働傳僱
農業シス優ム僔構築

地域雇用創出を実現峃峵“崟崏崊嵒ン崘農業”嵊崯嵓峘構築
ك東嵔建設株式会社コンソ嵤崟崊嵈ق
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育成嵣収穫量嵣作業崯嵤崧岴峲び潜在ワ嵤カ嵤崯嵤崧等の崻ッ崗崯嵤崧峼活用峁、
農場峒作業者、作業者峒作業者岶つ峔岶峵こ峒峑

⋇ワ嵤崗崟崏崊岶可能峔崟崏崊嵒ン崘農業 ⋈女性や高齢者等の新峁い働岷方 峼実現

嵒崽崉嵔ン崡嵊崯嵓峘概要

＜期待さǕǔ出力デヸタ＞

䞉ෆ部環境

䞉外部環境

䞉㔝菜䛾生育

䞉㐨具఩置

収集・解析

統合

䞉作業行動

䠄心拍数䚸作業強度

心理的Ᏻ定性䚸

転倒有無䚸఩置䠅

こ僔畑僕水や僰

終了済み働す。

＜IoT入力デヸタ＞

hitoe® 
作業者䜏䜎䜒䜚用䜴䜵䜰

各種セン䝃䞊䞉動⏬

写┿䞉成分分析等

農場岵峳情報発信
農場情報
作物状況
作業情報

地域雇用創出を実現峃峵“崟崏崊嵒ン崘農業”嵊崯嵓峘構築
ك東嵔建設株式会社コンソ嵤崟崊嵈ق



56崊崼嵤嵓嵅崌ン崰
東嵔建設峙高床式砂栽培農業崰嵔崽崉嵤嵈を通峁峐岝生岷甲斐岝
働岷甲斐岶感峂峳島峵岝新峁い岣場岤を峎岹峴峨峃！
UR九州峘岣日峘里団地岤峑峙1500戸峘公団峘コ嵇ュ崳崮崋再生を
担峍峐岝活動を継続中峑峃！

地域雇用創出を実現峃峵“崟崏崊嵒ン崘農業”嵊崯嵓峘構築
ك東嵔建設株式会社コンソ嵤崟崊嵈ق

⋇農業崟崏崊
厚生労働省：雇用管理峕関峃峵個人情報峘うち健康情報を取峴扱う峕当た峍峐峘留意事項峔峓岝
崟崏崊嵒ン崘農業嵊崯嵓を運用峃峵峕あた峴岝個人情報峘取峴扱い峘課題抽出嵣検討を行峔う岞

⋈栽培最適化崟崡崮嵈
IT総合戦略本部䞉農業分科会䠄総務省担当分䠅：䛂農業IT崟崡崮嵈峑用い峵環境情報峘崯嵤崧項
目峕関峃峵個別崔崌崱嵑崌ン岤岴峲峝岣農業情報峘崯嵤崧交換峘崌ン崧崽崏嵤崡峕関峃峵個別崔崌崱嵑崌
ン岤峕峎い峐岝高床式砂栽培独自峘崯嵤崧峘取峴扱い峕峎い峐課題抽出嵣検討を行峔う岞



⋕崯崠崧嵓身分証峒崡嵆嵤崰嵕ッ崗峼利用峁峉自治体崡嵂嵤崡崟崏崊
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事業概要

秋⏣県湯沢市

タࣝIDࢪࢹ
連携࣒ࢸࢫࢩ

民間࣋࢖ンࢺ

文化財
市役所会議ᐊ

公園 支援センタ࣮ࢫࢿࢪࣅ

一般開ᨺ
ࢡッࣛࢺࢻ࣮ࣇ 起業家交流

連携

䛆課題䛇

● 䝇ペ䞊䝇稼働率䛾ప䛥

入㏥室管理䛺䛹஦務手続䛝䛜煩雑

市規則ࡢ改正ࡀ必要
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ࣝࢹモࢫンࣞ࢓ࣇࣜ

連携࣒ࢸࢫࢩ

施設利用料決定

Ⓩ録

ձ施設予約

յURL式࣮࢟Ⓨ行

ղ身分証送付

ճ本人確認

մ࣮࢟Ⓨ行予約

շ࣮࡛࢟施設利用

民家ࡢ軒先࡛

移動販売

廃校ࡢ小学校࡛

合ྠ運動会

նURL式࣮࢟送信

各社࢔࢙ࢩࢫ࣮࣌ࢫ

自治体

59



地方創生×࣮࣑ࣀコ࢚ࢢンࣜ࢔࢙ࢩ

左図：2016ᖺ11᭶24日ࠊ秋⏣県湯沢市を含５ࡴ自治体ࠊࡀ行ᨻ࠾࡟い࡚複数ࣜ࢔࢙ࢩࡢンࢢサ࣮ࡢࢫࣅ活用を推進ࣜ࢔࢙ࢩࡿࡍン࢕ࢸࢩࢢᐉ

言をⓎ表ࠋ㸦出඾：一般社団法人ࣜ࢔࢙ࢩン࢚ࢢコ࣮࣑ࣀ協会Ⓨ表 https://sharing-economy.jp/news/20161124/ )

右図：2016ᖺ7᭶ࠊࡾࡼ子育࡚ࣜ࢔࢙ࢩンࠕࢢ株式会社AsMamaࠖྠ࡜市ࡀ子育࡚支援連携協力࡟関ࡿࡍ協定を締結ࠋ

㸦出඾：秋⏣県湯沢市HP http://www.city-yuzawa.jp/mayor/1596smf.html )
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⋖電動崸崌崗嵣崊崟崡崰自転車の崟崏崊嵒ン崘崝嵤崻崡峕峲峵観光振興峒地域活性化
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事業概要 62電動ংॖॡ・॔३५ॺ自転車भ३ख़॔জンॢサーঅ५पेॊ観光振興ध地域活性化

代表団体名 LOOP Japan 株式会社قউট४ख़ॡॺ統括ك

共同提案団体名 神奈川県鎌倉市 公益社団法人 鎌倉市観光協会
株式会社 見果थफ夢 一般社団法人 ॔४॔総合研究所

事業分野 ३ख़॔জンॢग़コঀ঑ーق観光振興ؚ地域活性化ك
実施地域 神奈川県鎌倉市ق平成27年度観光客数 2,293万人ك

事業概要 IoTを利用खञॲॵ३ュ঎ーॻध५ঐーॺইज़ンभ連携पेॊ車両管理ق位置情報ؚংॵॸজ残等ك
धঐঝॳ決済を可能धखञ電動ংॖॡ・電動॔३५ॺ自転車भ३ख़॔জンॢサーঅ५を提供؛

َ海外観光客4000万人時代ُभ安全द効率的ऩ移動手段भ提供प向ऐथ

LOOP Japan 株式会社



জই॓ঞン५ঔॹঝभ概要 63

LOOP Japan 株式会社

Wechat Pay ॔জঌॖ

Masters Visa
Visa Debit

Loopshare
管理サーং

予約・決済

Loop専用॔উজ
كAndroid・iOS対応ق

Free Pay
ঐঝॳ決済३५ॸ঒

॔ॡワॖ॔ছー३५ॸ঒
売上登録機能

加盟店精算

(ǯリアリンǰ)

決済
画面

金融機関

海外発行
金融機関

従来明確ऩॹーॱ収集ऋ困難दあढञ海外観光客भ行動解析を実現
観光客属性情報

出身国・性別・年齢

域内回遊動線

観光客भ行動分析

観光波及効果

観光客発信भSNS分析

観光コンॸンॶ効果

観光情報भ効果分析

অॵॡॹーॱ
অ४ュ॔ঝ॔ॼজॸॕॡ५

鎌倉市：2293万人ق平成27年度延स入込観光客数ك

無線ॿॵॺワーॡ網

Apple Pay

個人情報
匿名化

観光振興पेॊ地域活性化प貢献घॊ
観光অॵॢॹーॱभ収集・解析・活用

匿名化情報भ利活用



事業実施भ॔আーঝএॖンॺ 64匿名加工情報भ利活用ध観光অॵॢॹーॱ

現状भ課題 観光客भ詳細ऩ動向धॡঞ४ॵॺ決済情報भ
紐付ऐऋऩい

नभ国भ男女ऋؚनभ観光地पनभくैいभ時間を過ओखؚ
नभेうऩ購買行動を起ऒखञऊऋ把握दऌऩい状況

ॡঞ४ॵॺढ़ーॻ・ॹঅॵॺढ़ーॻ等भঐঝॳ決済३५ॸ঒भ個人情報を
匿名化खؚGPSभ位置情報ध運行ঝーॺध連携ख観光অॵॡॹーॱधखथ
AIঝーঝ化

匿名加工情報を
地域活性化प活ऊघ
観光অॵॢॹーॱ
धखथ利活用

LOOP Japan 株式会社

観光অॵॢॹーॱ
利活用भ
উছॵॺইज़ー঒
धखथ運用



⋗崟崏崊嵒ン崘崐コ崶嵇嵤型 九州周遊観光崝嵤崻崡嵊崯嵓事業
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⋇ 事業概要

஦業ྡ 䝅䜵䜰䝸ン䜾䜶コ䝜䝭䞊型 九ᕞ周㐟観ග䝃䞊䝡䝇䝰䝕䝹஦業

௦表団体ྡ 䝖䝷䝇䝖䝟䞊䜽株式会社

共ྠ提案団体ྡ

䝖䝷䝇䝖䝟䞊䜽株式会社䚸NPO法人価値創造䝥䝷䝑䝖䝣䜷䞊䝮
熊本県䠄阿蘇市䚸༡阿蘇ᮧ䚸和水⏫䚸五木ᮧ䚸錦⏫䠅䚸長崎県䠄島原市䚸ᕝ棚⏫䠅

対象分㔝 䝅䜵䜰䝸ン䜾䜶コ䝜䝭䞊

஦業概要

㐨䛾駅等䛾駐車場䛻休憩駐車管理䝅䝇䝔䝮をᑟ入し䚸そ䛣を起点䛻地域䛾䜰䜽䝔䜱䝡䝔䜱䞊等䛾観ගコン䝔

ン䝒を連携䛥せ䜛䛸䛸䜒䛻䚸周㐟䝕䞊タを཰集分析し䚸熊本地震䛾被災地復興䞉観ග振興䛻⧅䛢䜛஦業䚹

䐟車中泊駐車䝇ペ䞊䝇䝅䜵䜰䝃䞊䝡䝇䛾ᑟ入

䐠地域体験䝅䜵䜰䝃䞊䝡䝇䛾ᑟ入

実施地域

䞉熊本県阿蘇市䠄䛿䛺阿蘇美䠅

䞉熊本県阿蘇郡༡阿蘇ᮧ䠄㐨䛾駅あそ望䛾郷䛟䛞䛾䠅

䞉熊本県玉ྡ郡和水⏫䠄㐨䛾駅䛝䛟すい䠅

䞉熊本県球磨郡錦⏫䠄㐨䛾駅錦䠅

䞉熊本県球磨郡五木ᮧ䠄㐨䛾駅子Ᏺ唄䛾㔛五木䠅

䞉長崎県島原市䠄島原城䠅

䞉長崎県東彼杵郡ᕝ棚⏫䠄大崎䜻䝱ン䝥場䠅

計:䠓地域 (㐨䛾駅=4䚸観ග施設=1䚸䛚城=1䚸䜻䝱ン䝥場=1)

䝹䞊䝹整備等䛾

概要

各参加自治体䛜管理し䛶い䜛㐨䛾駅䛾駐車場䛺䛹を䝅䜵䜰䝃䞊䝡䝇䛷有償提供す䜛䛻あ䛯䜚䚸現在䛿無

償貸୚設備䛷あ䜛䛯䜑有償利用䛾許ྍ䛺䛹䛾䝹䞊䝹や環境整備䛜行わ䜜䛶い䛺い䚹地方条例䛻䛿䚸車

中泊䛜規制䛥䜜䛶い䜛䜶䝸䜰䜒あ䜛䛜規制䛜䛺い䜶䝸䜰䜒あ䜛䚹今回䛾実施地域䛻䛚い䛶䚸各条例䛸䛾整

合性を調査し条例䛾⦆和や条項䛾追加䛻䜘䜚解決をᅗ䛳䛶い䛟䚹

䠄例：今回䛾実施地域䛾島原城䛾駐車場䛻䛚い䛶䛿䚸文化㈈保護条例䛺䛹を考慮し䛶設置条件䛸䛾整合性をᅗ䜛䠅

島原城䛾駐車場

༡阿蘇ᮧ䛾㐨䛾駅
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利用者䛜九ᕞ周㐟観ග䝫䞊タ䝹䝃䜲䝖䛷旅程をⓏ録

日帰䜚 出Ⓨ → 観ගA   →   地域体験A → 帰宅

泊䜎䜚 (䠍日目)出Ⓨ → 観ගB   → 地域体験B →  車中泊1 → (2日目) 地域体験C → 観ගC → 帰宅

䠘WEB䝃䜲䝖入力䠚

䠘WEB䝃䜲䝖出力䠚 䠘Mail䞉Fax出力䠚

旅程䝬䝑䝥䜲䝯䞊䝆

駐車場給電制御装置

IoT

INPUT

OUTPUT

OUTPUT

IoT

OUTPUT

䠘出力䝕䞊タ䠚

周㐟䞉稼動䝕䞊タ

体験䞉車中泊䛾ఫ所䜘䜚行ඛを地ᅗ展開

利用者䛜地ᅗ䛷行ඛを確認す䜛タ䜲䝭ン䜾

䛷GPS఩置情報を䝕䞊タ出力䚹

目的地䛻到着し䛯䜙䝇タン䝥等を௜୚䚹

䠄経⏤地䞉目的地情報䠅

予約䠭䠮コ䞊䝗䛷給電開始

予約䠭䠮コ䞊䝗を㏦௜

給電䝫䞊䝹

旅程表

䝹䞊䝥コ䜲䝹

(入出庫䞉電気利用情報)

┘視䜹䝯䝷

䝇䝬䞊䝖䜻䞊

遠隔操作䛷施錠䞉開錠し䛶電気を利用䠄工஦費䛾兼合い䛻䜘䜚設置䠅

IoT

OUTPUT

බ衆無線LAN

地域情報䝥䝑䝅䝳配信

将来機能

⋈ জই॓ঞン५ق参照كঔॹঝभ概要

各地独自䛾体験観ගや䚸୙稼働資産䞉休╀䝇ペ䞊䝇を活用し䛯Ᏻ心Ᏻ全䛺休息場所を䝴䞊䝄䞊䛻提供す䜛䛸

䛸䜒䛻䚸体験や休息場所䛾予約や旅程䛾Ⓩ録を෇滑䛻行え䜛䝅䜵䜰䜶コ観ග䝰䝕䝹を構築す䜛䚹䜎䛯䚸そ䛾利

用者属性䚸行動軌跡䚸満足度䚸機器利用状況等䛾周㐟䞉稼働䝕䞊タを分析し䚸熊本地震被災地䛾復興஦業や

各地䛾観ග振興施策䛻཯ᫎす䜛䚹

䝸䝣䜯䝺ン䝇䝰䝕䝹䛾概要

予約番号

駐車場䛻埋䜑込䜐䝹䞊䝥コ䜲䝹䛷入出庫を検知

IoT

INPUT
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⋉ 実証項目・普及展開 68

新しい旅 ỉカタチ 車 泊

く る ま Ị く

䐟九ᕞ周㐟観ග䝫䞊タ䝹䝃䜲䝖

ॹーॱঋー५

自治体・観光事業者

車泊 地域体験

利用者

䐡休憩駐車管理䝅䝇䝔䝮

予約

稼働ॹーॱ
位置情報ॹーॱ

分析ॹーॱ共有

ॹーॱ利活用

१ーঅ५ष反映

GPS位置情報

䐠䝅䜵䜰䝃䞊䝡䝇

3 ण भ 実 証 項 目

不 稼 働 資 産

१ーঅ५
提供者

१ॖॺ
運営管理者

३ख़॔ग़॥
事業者

売上按分構成

地域体験

九州２７４ỉ市町村へ

⋇九州周遊観光এーॱঝ१ॖॺ ⋈३ख़॔१ーঅ५ق車泊・地域体験ك ⋉休憩駐車管理३५ॸ঒

有償化

～ モノ消費 から コἚ消費へỉ対応 ～

自走㐠営

シỹアỺコ観光モἙルを展開

×

シ

叾

ア

叿

コ

IoT


